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【発熱、喉の痛み、咳などの症状があり受診したい場合は】　かかりつけ医や身近な医療機関、または千葉県新型コロナウイルス感染症相談センター☎0570-200-139（24
時間）へ

　光のページェント「イルミライ★INZAI」を見に行った。青く光り輝き、空に向かってすっくと立
つ、力強い龍が出現していた。
　今年は辰（龍）年だ。実在しない龍にまつわる伝承や神社仏閣は、全国各地に散見されており、龍
は国民的ヒーローだ。わがまち印西の街中でも、龍をモチーフにしたモニュメントや神社・仏閣を
よく目にする。これには何か理由があるに違いないと思い、その謎を探ってみた。
　印旛地方には古くから伝わる昇竜降雨の伝承があり、それが基になっているようだ。物語の大筋
は「印旛沼に住む龍は、村人たちのことが大好きでよく遊びに訪れた。村人たちも龍が来ると喜ん
で歓待していた。ところがある年、印旛地方は大干ばつに見舞われて、作物が枯れてしまい、食べ
る物が底をついてしまった。見かねた龍は、大竜王に断りなく天に昇り、辺り一帯に大雨を降らせ
た。村人たちは大喜びをしたが、龍は大竜王の怒りに触れ、頭、胴体、尾の3つに裂かれて地上に落
下してしまった。村人たちは、引き裂かれた龍の頭を龍角寺（現在の栄町）に、胴体を龍腹寺（現在
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▲今年度の各月の
レポートはこちら

飼い主のいない猫（野良猫）を減らしていくために
�野良猫によるトラブルが増加�
　野良猫が増え「庭にふん尿をされた」、「庭や畑を荒らされた。なんと
かしてほしい」などのトラブルが増えています。
�猫の排除はできません�
　猫は動物愛護法に定められた愛護動物です。殺傷（5年以下の懲役又は
500万円以下の罰金）、遺棄（捨てる・置き去り）、虐待（100万円以下の
罰金）することは犯罪です。また、行政が捕獲することはできません。
�増やさないことが重要�
　野良猫は人間に捨てられたり、迷子になったり、繁殖制限されなかっ
たために生まれた猫です。猫は本能で行動します。かわいそうだからと
餌やり（置き餌、投げ餌）をして、食べ残しやふん尿の始末をしない無責
任な行為は、近所迷惑なだけでなく、交通事故や病気、虐待などの危険
にさらされる不幸な猫を増やしてしまうことになります。

　野良猫によるトラブルを減らすには「地域の環境問題」
として捉え、地域全体で考えていく必要があります。
【地域猫活動とは】
　地域住民が主体となり、ボランティアおよび行政の協
働により、地域の理解と協力の下、野良猫を把握し、ル
ールに基づき「地域猫」として適切に扱うことで、一代限りの生を全う
させ、将来的に野良猫をなくしていくことを目的とした活動です。
【具体的な活動】
▶不妊・去勢手術
　�猫の繁殖を抑えることで、徐々に個体数を減らすことがでます。発情
による鳴き声やけんか、尿の臭いなども抑制できます。
　※手術済みの猫は、雄は右耳、雌は左耳をⅤ字カットされています。
▶トイレの設置・清掃
　�トイレを設置し、排せつ物や周辺の清掃をすることでふん尿トラブル
を軽減します。
▶適切な餌やり
　�場所と時間を決めることで猫の行動を管理しやすくなります。置き餌
をせず適量を与え、食べ終わったらすぐ片付けることで害虫の発生や
カラス、新たな野良猫などが集まるのを防ぎます。

問環境保全課指導係☎33-4495

地域猫活動に取り組んでいる団体に、不妊・去勢手術費用の一部を助成

地域猫活動という取り組み　ぜひ始めてみませんか

　市では、一定の要件を満たした団体に対し、不妊・去勢手術費用の一
部を助成しています。
◎�対象となる手術…市内の地域猫に対し、動物病院で実施する不妊手術
または去勢手術�
◎�限度額…雄1匹当たり1万円、雌1匹当たり2万円、堕胎
手術を含む雌1匹当たり2万5千円
※申請書や詳細は、市ホームページ（2次元コード）

屋内で飼育しましょう
千葉県では条例で猫の室内飼いを努力義務と定めています。屋
内で飼育することで、けんかやけが、病気、事故、虐待などか
ら守ることができます。
不妊・去勢手術をしましょう

自由に繁殖できる状況ではあっという間に数が増えてしまいま
す。望まない繁殖を防ぐのは飼い主の責任です。
首輪・迷子札を付けましょう

迷子になっても飼い猫であることが一目で分かります。マイク
ロチップの装着も有効です。

猫を飼うときはルールを守りましょう
〜最後まで愛情と責任を〜

の印西市）に、尾を龍尾寺（現在の
匝瑳市）に収めてねんごろに供養し
た」といったものである。同様の物語（説話）は全国にもあり「今昔物語」
が種本になっているのではないかともいわれている。　
　こうした説話の存在意義については諸説あるかとは思うが、村人と困っ
ている人をそのままにしておけない律儀な龍との心温まる交流の物語は、
時代背景の異なる今の世においても、誰の心の中にも脈々
と生き続けている不変の摂理とでもいうものが感じられ
る。
　まちの中で静かに息づいている伝説の龍のモニュメン
トに感謝。




